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広報活動
ロゴマーク

4.

　本プログラムのロゴは、数学Mathematicsの頭文字Mを想起させるフォルムで、5本のラインは本プログラムで育成を
目指す「マス・ファイブ・フォース」、すなわち、数学力・統計力・モデリング力・共創力・創発力を意味し、これらの力が本
プログラムによって社会に貢献する新しいフォースに生まれ変わることを表現している。さらに、ラインのデザインは本プ
ログラムの源となった文部科学省グローバルCOEプログラム「マス・フォア・インダストリ教育研究拠点」（H20年度～
H24年度）で使用されたロゴのデザインを反映しており、グローバルCOEプログラムに端を発する「マス・フォア・インダ
ストリ」の理念が本プログラムに受け継がれ、さらに発展してゆくことも表現されている。このロゴの選定にあたっては、
デザイナーに依頼して数種類のご提案をいただいた上、コンセプトのすり合わせをしながらブラッシュアップし、最終的
には4種類の案からもっともふさわしいものを選んだ。

　本プログラムの活動を学内外に幅広く発信するとともに、教育内容に関する効果的な情報や、入学後のサポートに
関する情報をプログラム生に提供することを目的に、ホームページを立ち上げた。また、国内外の優秀なプログラム生
の獲得を目指し、日本語版に加え、英語版のホームページも作成した。
　さらに、学内外、および連携先機関の全プログラム担当者を掲載したプログラム担当者ページ、およびヤングメンター
ページを作成し、プログラムを通して学べる研究内容について学生にイメージしてもらえるよう、担当者ごとの専門分野
や企業名を併せて掲載した。また、学生の目につきやすいように、イベントカレンダーをトップページに作成し、プログラ
ムの活動予定を発信した。

リーフレット（日本語版） リーフレット（英語版）

ロゴ（日本語版） ロゴ（英語版）

リーフレット
　本プログラムについて周知を行うため、プログラムリーフレットを日本語版と英語版の2種類作成した。記載項目は、
「総長、プログラム責任者及びプログラムコーディネーターの挨拶」、「文部科学省卓越大学院プログラム事業につい
て」、「本プログラムの概要」、「本プログラムが求める学生像」、特徴ある取り組みである「卓越社会人博士課程制度」、
「カリキュラムの概要について」である。リーフレットの作成により、来学いただいた企業等への広報活動に大いに役立
てることができた。

ホームページ

　九州大学では、九州大学大学院数理学府、システム情報科学府、経済学府
を連係協力学府とし、研究科等連係課程実施基本組織である「マス・フォア・イ
ノベーション連係学府」を令和4年4月に設置した。これに伴い、令和4年度より、
当該連係学府が本プログラムの実施主体となる。
　本連係学府の設置に伴い、本プログラムの特色ある活動や入試情報につい
て周知することを目的とした簡易版パンフレットを作成した。より多くの学生の
関心を得るため、担当教員や入試情報などの基本的な情報に加え、独自の充
実したサポート体制として、経済的支援やマルチメンター制度、卓越社会人博
士課程制度について掲載した。なお、本連係学府が本格的に始動した令和4
年度は、さらに幅広い学生の獲得に努めるべく、詳細版パンフレットを作成する
予定である。

マス・フォア・イノベーション連係学府パンフレット

令和3年度のパンフレット

卓越大学院プログラムホームページ（トップページ）
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ギャラリー

Graduate Program of
Mathematics for Innovation Annual Report 2O2O-2O21

Study Group Workshop2021
問題解決への取り組みの様子

第14回マス・フォア・イノベーションカフェの様子

英語研修の様子

院生室

院生室図書（数理学府）

院生室図書（システム情報科学府） 院生室図書（経済学府）
Study Group Workshop2021

中間発表の様子
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Ⅲ活動記録

　各種イベント等における本プログラムの広報活動に資するため、カンファレンスバッグ、クリアファイル、ポスター（令和2年度
版、令和3年度版）を作成した。また、Twitterアカウントを作成することにより、イベントや説明会などのプログラム関連行事
の開催において、迅速な情報発信に役立てることができた。

その他

クリアファイル

令和2年度ポスター 令和3年度ポスター

Twitterアカウント（日本語） Twitterアカウント（英語）

カンファレンスバック（左：水色、右：紺色）

Ⅳ学生レポート等
１. マス・フォア・イノベーションカフェ発表

CIR model is widely used in finance for describe the short term interest. In this presentation, we consider 
Gaussian quasi-likelihood function (GQLF) of CIR model under high frequency setting. Asymptotic 
analysis of GQLF such as consistency and asymptotic normality are presented.

数理学府　D1
程 宇中 【題目】 Gaussian quasi-likelihood estimation of CIR model

係数がガウス型の確率変数であるランダム多項式・級数の零点は極めて美しい構造を持っている。そのようなラン
ダム関数は、ガウス型解析関数というガウス過程の一種で、数理物理や数論、信号処理にも現れる興味深い対象
である。それらの研究の背景や私の研究の一端を多くの図で紹介した。

数理学府　D1
野田 航平 【題目】 ガウス型解析関数とその零点

超幾何関数は広く自然科学の様々な分野で現れる対象であり、整数論においても興味深い対象である。本講演で
は、整数論的な観点からの超幾何関数の研究の一つとして“有限体上の超幾何関数”について、発表者の研究を
中心に紹介した。

数理学府　M2
隈部 哲 【題目】 有限体上の超幾何関数

線形回帰モデルとは、統計において最も基本的なモデルの1つである。本講演では、線形回帰モデルと線形回帰モ
デルの時間的な変化を考慮した拡張である、動的回帰モデルについて紹介した。そして、実際のデータに対してこれ
らのモデルを適用し、比較を行った。

数理学府　M2
吉田 航 【題目】 線形回帰モデルと動的回帰モデル

一般の位相空間を離散化し、 『位相的複雑さ』 という、ホモトピー不変量を計算しようという試みがある。その
中で特に有限の空間について話した。

数理学府　D1
𠮷瀬 流星 【題目】 有限位相と位相的複雑さ

呼気中病態生理過程で生成された分子量が比較的小さいbVOCsを検出し、分析すると人体の生理状態の変化
や病気を診断できる可能性がある。超高感度のSERSガスセンサを作成し、呼気の混合ガスを測定し、採集したラマ
ンスペクトルを解析することにより、組成成分を識別する。そして、病気に関する多種bVOCsを同時に測り、数学力と
統計力を利用し、その組み合わせを分析することにより病気の早期診断や進行状況を把握することを目指している。

システム情報科学府　D1
陳 林 【題目】 SERSセンサを用いた呼気中の組成識別による病気早期診断装置の開発

半導体デバイスにおけるモデリングとは、デバイスの動作に関する電気的・物理的な現象を組みこむことにより、動作
を再現する適切な式を得ることであり、半導体デバイスの開発や設計で重要な役割を果たしている。本講演では、
キャリア輸送現象を始めとした半導体デバイスでの現象を記述する方程式とその解法を紹介した。

システム情報科学府　M2
成重 椋太 【題目】 半導体デバイスにおけるモデリング
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